
市政だより

;.?~.~~滋水と緑と花のまち蕊ぷ宗主務 昭和56年 2月1日 No.912

F 一一人口の動き

月 1日現在

| 人口計 65.813 
I 男 31.644 

女 34. 169 
世 帯 数 18.861 
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多良岳おろしの風は冷たい。チピッ子たちの練習は

乙の寒風に向って走る/

、そ乙でタック Jレ/、 、そのまま逃グろ/、 指導者

の声は鋭く響く。

ボーノレをしっかり胸にかかえてトライする子の頬は

紅潮、全身から湯気が一一。 、頑張り、 の中から 、根

性、を、と練習の合聞に監督さんは、やさしいまなざe

しで子供たちを見守っていた。 写真は、放虎原ラグビ

一場で練習に励む少年ラガーたち。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社
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@
申
告
と
納
付
の
期
限

f所得税の ¥ 
"'------確定申告近づくJ

所
得
税
の
申
告
は
二
月
十
六
日

t
三
月
十
六
日
ま
で
、
贈
与
税
の

申
告
は
二
月
二
日

t
三
月
十
六
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
自
に

整
理
・
申
告
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
納
付
の
期
限
は
、
い
ず

れ
も
三
月
十
六
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

早目に整理・申告を

@
還
付
申
告
は
1
月
か
ら
受
付
中

医
療
費
や
住
宅
取
得
控
除
な
ど

で
い
わ
ゆ
る
「
税
金
が
も
ど
る
」

た
め
の
申
告
は
、
一
月
か
ら
受
付

を
し
て
い
ま
す
。
二
月
中
旬
頃
ま

で
に
還
付
の
申
告
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
税
金
の
「
も
ど
り
」

も
早
く
な
り
ま
す
。

一
車
い
す
専
用
ト
イ
レ
を
溜
築
一

-

一

|

小

浜

お

お

む

ら

荘

|

一

一
市
民
の
皆
さ
ん
に
福
利
厚

生

で

家

庭
的
な
親
し
み
ゃ
す
い
雰

一

一
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
囲
気
の
市
民
の
施
設
と
し
て
太
一

一
て
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
小
い
に
喜
乙
ば
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
一

一
浜
お
お
む
ら
荘
は
、
体
の
不
自
ひ
一
度
ご
利
用
下
さ
い
。
一

一
由
な
方
に
も
気
軽
に
泊
っ

て

い

※

宿
泊
申
込
み
は
市
社
会
福
祉
一

一
た
だ
く
た
め
に
、
車
い
す
専
用
協
議
会
(
曾
③
|
一
三
五
一
)
一

一

ト

イ

レ

を

増

築

し

ま

し

た

。

へ

↑

一
小
浜
お
お
む
ら
荘
は
、
閑
静

(
福
祉
課
)
一

※ 

1
月

1
日
の
人
口
に
つ
い
て

@ 
す預還

金付
口金
座の
へ受
掻取
込 り
みは
が申
で告
き者
まの

「
も
ど
る
税
金
」
は
、
金
額
に

関
係
な
く
取
引
銀
行
の
普
通
預
金

な
ど
の
口
座
へ
振
込
み
が
で
き
ま

す
。
安
全
で
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
下
さ
い
。

@
握
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
へ

「振
替
納
付
書
」
は
、
必
ず
申

告
書
と
一
緒
に
お
出
し
下
さ
い
。

提
出
が
な
い
と
き
は
振
替
納
税
が

で
き
か
ね
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

く〉

b、。@
納
税
証
明
書
の
請
求

申
告
期
間
中
は
窓
口
が
乙
み
あ

い
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
予

F

想
さ
れ
ま
す
。
早
自
に
ご
請
求
下

z-

、。
十、，、
i
v

@
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
と
き

の
必
要
書
類

建
築
確
認
通
知
書
の
写
、
登
記

簿
謄
(
抄
〉
本
、
住
民
票
の
写
、

源
泉
徴
収
票
、
そ
れ
ぞ
れ
各
一
通

※
詳
し
く
は
諌
早
税
務
署
(
曾
諌

阜
②
|
一
三
七

O
)
へ

く〉

O 

無
事
故
優
良
運
転
者
を
表
彰

ー
交
通
安
全
協
会
へ
申
請
を
ー
ー

年
以
上
、
十
五
年
以
上
、
二
十

年
以
上
、
二
十
五
年
以
上
の
人

申
請
資
格
免
許
取
得
後
継
続
し

て
車
両
の
運
転
に
従
事
し
、
か

つ
無
事
故
・
無
違
反
(
反
則
行

為
を
含
む
)
の
人

申
請
書
提
出
締
切

。
県
表
彰
二
月
二
十
日

。
市
表
彰
三
月
五
日

提
同
書
類
申
請
書
及
び
無
事
故

無
違
反
証
明
書
(
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
も
の
、

県
警
察
本
部
内
)

提

出

先

市
交
通
安
全
協
会
(
武

部
郷
三
三

O
ー
一
)
ま
た
は
交

通
安
全
協
会
支
部
長
へ

※
詳
し
く
は
交
通
安
全
協
会
(
富

③
ー
九
八
八
九
)
へ

〈
生
活
環
境
課
)

一

国

際

障

害

者

年

一

一

S
完
全
参
加
と
平
等

S

一

一

ご

存

じ

で

す

か

一

身
障
害
児
で
二
歳

t
十
二
歳
一

一
。
心
身
障
害
児
一
日

ま
で
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
向

一

保

育

内

容

指

導

員

一

人

、

保

母

二

一

一

心

身

に
障
害
が
あ
る
た
め
、
人
が
指
導
に
当
た
り
、
遊
び
一

一
保
育
所
や
学
校
な
ど
に
通
う
ζ

ゃ
食
事
を
通
し
て
日
常
生
活
一

一
と
の
で
き
な
い
児
童
の
た
め
、
の
自
立
訓
練
及
び
集
団
生
活
一

一
仲
間
ど
う
し
の
楽
し
い
集
い
の
の
適
応
訓
練
を
行
い
、
併
せ
一

一
中
か
ら
、

児
童
の
自
立

と

協

和

て

保
護
者
の
心
が
ま
え
、
保
一

一
の
精
神
を
養
う
と
と
も
に
、
保

育
訓
練
に

つ
い
て
の
指
導
を
一

一
護
者
啓
発
の
研
修
を
目
的
と

し

行

い

ま

す

。

一

一
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
往
復
の
タ
ク
シ
ー
代
一

一

日

時

毎
月
第
一

・
第
三
水
曜
は
市
の
負
担
で
実
施
し
て
い
一

一

日

、

第

二
・
第

四

日

曜

日

ま

す

。

一

一

午
後
一
時

t
四
時
ま
で
※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

一

一

場

所

心

一

一
、
効

M
Y

身
障
害

o

o

d

一

一

叩

y

』

者
セ

一

d
rd

ン

耳

と

こ

と

ば

の

相

談

日

一

-

E

同
d
v

¥

タ

l
保

-』、、
Eγ

二
月
二
十

一

日

(

土

)

一

一

』

、

-

育
室

-

u

ザ

E

二

対

象

在

午

後

一

時

1
一

一

時

一

，

A
W
W
W文、

-

宅
の
心
三
月
二
十
八
日
〈
土

)

同

一

一!!
t‘!
!
!
!
!
!
l
i
-
t‘!
!
t、l‘t‘t‘t‘t‘!
!
t‘L

表
彰
区
分

。
県
表
彰
(
県
警
察
本
部
長
、
県

交
通
安
全
協
会
長
)

免
許
取
得
後
二
月
末
現
在
で
二

十
年
以
上
、
二
十
五
年
以
上
の

人
で
、
す
で
に
同
年
の
市
表
彰

を
受
け
て
い
る
人
(
普
通
免
許

以
上
)

。
市
表
彰
(
警
察
箸
長
、
市
交
通

安
全
協
会
長
)

免
許
取
得
後
(
免
許
の
種
類
は

間
わ
な
い
〉
二
月
末
現
在
で
十

ヘ
前
月
比
を
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
昭
和
五
十
五
年
国
勢
調
査
に
'
J

一
よ
り
調
整

・
集
計
し
て
い
ま
す
の
で
比
較
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了

一

戸
承
下
さ
い
o

t
-
-
企
画
課
i
l

、



※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
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-1歳

6
カ
月
児

健

康

診

査

対
象

昭
和
五
十
四
年
七
月
生
ま

りおおむ市政だより(3) 

れ
の
幼
児
で
す
が
、
同
年
二
月

t
六
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康

診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も

受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
二
月
十
三
日
・
二
十
七
日

午
後
一
時

t
一
時
三
十
分
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
と
送
付
し
ま
し

た
問
診
票
を
記
入
の
う
え
、
必

ず
ど
持
参
下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

ス
ポ

i
γ

-
老
人
体
育
大
学

高
令
者
の
健
康
法
、
体
力
づ
く

-
壮
年
体
力
テ
ス
ト

壮
年
層
の
人
々
が
日
常
生
活
の

基
本
と
な
る
体
力
を
確
か
め
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
体
力
を
保
持

明
進
し
、
健
康
に
自
信
を
も
っ
て

生
活
で
き
る
よ
う
に
と
、
教
育
委

員
会
が
実
施
し
ま
す
。

日
時
二
月
二
十
八
日
(
土
)

午
後
三
時
l
五
時
ま
で

市
民
体
育
館

場
所

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

備
考
傷
害
の
あ
っ
た
場
合
は
応

急
処
置
の
み
行
い
、
他
は
本
人

の
責
任
と
す
る

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
体
育
課

へ• 陸

教

上

室

お
友
達
と
さ
そ
い
合
せ
て
、
お

気
軽
に
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
二
月
十
五
日
、
二
十
二
日

三
月
一
目
、
八
日

※
時
間
は
午
前
十
時
J
正
午
ま
で

場
所
市
営
陸
上
競
技
場

対
象
小
・
中
・
高
生
、
高
令
者

申
込
当
日
受
付
(
無
料
)

主
催
市
教
育
委
員
会

主
管
市
陸
上
競
技
協
会

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
体
育
課

へ
-
サ
ッ
カ
ー
教
室

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、
市
教

育
委
員
会
の
委
託
を
受
け
、
サ
ッ

カ
ー
に
親
し
む
と
と
も
に
青
少
年

の
健
全
育
成
の
た
め
、
次
に
よ
り

乗
る
人
に
は
飲
せ
な
い

教
室
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
二
月
十
一
日
、
十
五
日
、

二
十
二
日
、
三
月
一
日

※
時
間
は
午
前
九
時
三
十
分

t
午

後
四
時
ま
で

場
所
市
営
陸
ト
一
競
技
場

対
象
小
学
生
(
三
年
生
以
上
)

参
加
費
無
料

参
加
申
込

主
管

当
日
受
付
け
ま
す
。

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

※
運
動
の
で
き
る
服
装
、
く
つ
は

な
る
べ
く
ひ
も
ぐ
っ
で
参
加
し

て
下
さ
い
。

-
第

4
回
市
民
駅
伝
大

会
(
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
)

日
時
二
月
十
一
日

「
受
付
〕
午
前
八
時
三
十
分

t
五

十
分
ま
で
(
市
民
プ
l
ル
広
場
)

円
開
会
式
〕
午
前
九
時

〔
競
技
開
始
)
V
午
前
九
時
三
十

分
H

中
学
三
キ
ロ
ロ

l
ド
レ
ー

ス

V
九
時
四
十
五
分
H

小
学

A
(
五
・
六
年
)
二
キ
ロ
ロ
ー

ド
レ

l
ス

V
九
時
五
十
分
H

小
学
B
(
三
・
四
年
、
中
学
以

上
の
全
女
子
)

V

九
時
五
十

五
分
H

小
学
C
(
一
・
二
年
〉

V
十
時
五
分
H

一
般
A
(
一
般

職
場
、
中
学
生
)

V

十
一
時

二
十
五
分
H

一
般
B
(
三
部
隊

高
・
大
生
)

後主
援催

市
陸
上
競
技
協
会

市
教
育
委
員
会

'

R

1

3

1

1

d

i

l

-

-

I

l

-

-

l

i

l

l

1

1

-

一

一

一議
】

1

市

民

相

談

コ

ー

ナ

ー

で

一

一

一

;

一

す

べ

て

無

料

で

行

っ

て

い

ま

す

一

一
目
/
~
ぽ
ぱ
晴
は
い
¥
一

一

(

直

濃

い

濯

津

一

一

一

(

毎

月

第

二

木

曜

日

)

(

毎

月

第

三

水

曜

日

)

一

一

日

時

二

月

十

二

日

日

時

二

月

十

八

日

一

一

午

前

九

時

三

十

分

t
正

午

午

前

十

時

i
午
後
三
時
一

一~2zuz
一一

E
E事
故

一

動

比

一

一

(

毎

月

第

二

金

曜

日

)

(

毎

月

第

四

火

曜

日

)

=

一

日

時

二

月

十

三

日

日

時

二

月

二

十

四

日

一

一

午

前

九

時

三

十

分

t
正

午

午

前

十

時

1
午
後
三
時
一

り
な
ど
各
種
の
幅
広
い
方
法
が
あ
種
目
反
復
横
と
び
、
垂
直
と
び

る
乙
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
調
握
力
、
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
、

和
の
と
れ
た
体
力
づ
く
り
を
推
進
急
歩
(
男
子
千
五
百
メ
ー
ト
ル

す
る
た
め
、
教
育
委
員
会
主
催
で
女
子
千
メ
ー
ト
ル
)

実

施

し

ま

す

。

‘

参

加

料

無

料

日
時
二
月
二
十
四
日

l
一二
月
二
申
込
方
法
当
日
市
民
体
育
館
で

十
四
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
(
午
受
付
け
ま
す
。

前
十
時

t
正
午
)

場
所
市
民
体
育
館

内
容
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ゲ
l
ム、

民
踊
、
健
康
体
操
、
ト
リ
ム
運

動
ほ
か

対
象
者
市
内
在
住
の
六
十
歳
以

上
の
男
女

募
集
人
員
四
十
人

参
加
料
無
料
(
た
だ
し
、
傷
害

保
険
加
入
金
を
当
日
受
付
で
い

た
だ
き
ま
す
。
)

申
込
方
法
二
月
二
十
日
ま
で
に

住
所
、
氏
名
、
年
令
、
電
話
番

号
を
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
教

育
委
員
会
体
育
課
へ

一
暖
房
時
の

V

一
室
内
温
度
は
印
度
に
内

、

ん
暖
房
時
の
室
内
温
度
は
、

t

.
十
八
度
以
上
に
な
ら
な
い
よ
J

~
う
こ
ま
め
に
調
節
し
ま
し
ょ

γ

~

ぅ

。

ハ

4

・
コ
タ
ツ
の
下
に
マ
ッ
ト
を
~

ム
敷
き
ま
し
ょ
う
。

v

d

コ
タ
ツ
掛
も
厚
手
で
大
き
A

一
め
の
も
の
を
使
う
と
保
温
~

‘
効
果
が
良
く
、
消
費
電
力
ハ

品
も
少
な
く
て
す
み
ま
す
o

A

~
・
暖
房
機
器
は
、
窓
側
な
ど
吋

-
冷
気
が
入
っ
て
く
る
と
こ

r

H

ろ
に
お
く
と
空
気
の
対
流
川

い
に
よ
っ
て
効
果
的
な
暖
房
V

一

が

で

き

ま

す

。

ム

吋
(
九
州
電
方
大
村
営
業
所
)
ん

ヤ

コ

1

1

~

ぃ

一

白

口

蓋

デ

/

い

い
白
島
は
お
ヌ
yJ

川

引
1
川
女
流
ガ
必

J

J

』

h
n
p
e一

b
-
t
h何
十

時

一

、

刊

に
J

ヤ
定
一
一
ち
て
巴
♂
一

F，
 

ν快
坂
長
比
一

U

千
円
、
い
戸
{
望
、

‘

/

少

子

翁

-

r

丸、-〉
1
・
k
f
t
f・
f
'
J
3・
3
・1
・
tf''
九



(4) 

;~ー「三

(事j

i藁i

iJ 

住
宅
名
市
営
原
口
ア
パ
ー
ト

所
在
地
原
口
町
五
九
九

種
別
第
二
種
住
宅

構
造
耐
火
構
造
四
階
建

間

取

六

畳
三
間
(
和
・
和
・
洋
〉

D
K
、
浴
室

(
浴
槽
は
入
居
者

で
設
置
〉
便
所
(
水
洗
)

家
賃
一
万
九
千
五
百
円
〈
予
定
)

敷
金
家
賃
の
三
カ
月
分

戸
数
七
十
二
戸

入
居
予
定
四
月
一
日

入
居
申
込
期
間
二
月
十
二
日

t

三
十
六
日
ま
で

※
許
し
く
は
建
築
課

へ

り

-
市
営
住
宅
入
居
者

おおむ市政だより…

イ
四

-g
-
文
部
省
印
年
度
教
育

モ
ニ
タ
ー

※ 

政
府
の
文
教
施
策
に
つ
い
て
、

広
く
一
般
国
民
か
ら
批
判
、
意
見

要
望
を
聴
き
、
文
教
行
政
の
参
考

と
す
る
た
め
に
募
集
し
ま
す
。

モ
ヱ
タ
l
の
仕
事
①
文
部
省
か

ら
く
る
文
書
に
意
見
な
ど
を
記

入
回
答
す
る
②
文
教
行
政
に

関
す
る
意
見
、
要
望
を
随
時
送

る
募
集
人
員
・
期
間
十
人

二
年

応
募
資
格
教
育
に
関
心
が
あ
り

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
に
熱
意
の
あ

る
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民

申
込
先
・
申
込
用
紙
請
求
先

県
教
育
庁
総
務
課
(
長
崎
市
江

戸
町
二
|
一
三
)

申
込
締
切

三
月
三
日

選
考
結
果

文
部
省
で
決
定
し
四

月
に
直
接
本
人
に
知
ら
せ
る
予

定

(
学
校
教
育
課
)

.
タ
お
お
む
ら
'
の
う
た

の
歌
詞

い
つ
で
も
、
ど
乙
で
も
、
誰
に

で
も
、

歌
っ
て
踊
れ
る
楽
し
い
歌

詞
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ど

応
募
下
さ
い
。

入
選
作
に
は
、
作
曲
・
編
曲
・

振
付
け
を
し
て
、
八
月
に
催
さ
れ

る
第
二
回
「
夏
越
ま
つ
り
」
に
発

表
し
、
市
民
総
参
加
の
も
と
に
歌

っ
て
踊
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
容

躍
進
す
る
タ
お
お
む
ら
'

を
表
現
す
る
、
明
る
く
、
楽
し

く
平
易
な
内
容
で
郷
土
の
歌
と

し
て
親
し
み
ゃ
す
い
も
の
で
、

歌
詞
は
五
番
以
内
と
し
ま
す
。

応
募
資
格

問
い
ま
せ
ん
。

応
募
要
領
用
紙
は
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
と
し
、

題
名
と
歌
詞
を

書
き
、
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
職
業
、
電
話
番
号
を
必

ず
記
入
し
て
下
さ
い
。

応
募
締
切
三
月
三
十
一
日

送
り
先
大
村
青
年
会
議
所
内
、

お
お
む
ら
お
ど
り
創
作
特
別
委

員
会
(
杭
出
津
一
了
目
七
七

O

雷
②
l
六
三
九
一
)

賞

入

選

H

一
編
二
十
万
円
〈
ほ

か
に
豪
華
副
賞
あ
り
)

※
著
作
権
は
、
お
お
む
ら
夏
越
ま

つ
り
実
行
委
員
会
に
帰
属
す
る

乙
と
と
し
、
発
表
に
あ
た
っ
て

は
補
作
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

(商
工
観
光
課
)

-
大
村
少
年
合
唱
団
員

感
覚
的
に
鋭
敏
な
'少
年
期
に
、

合
唱
を
と
お
し
て
音
楽
の
美
し
さ

を
味
わ
い
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中

で
豊
か
な
人
間
性
と
美
し
い
心
を

養
う
乙
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

下
水
道

住
み
よ
い
町
の

基
礎
づ
く
り

対
象
市
内
の
小
学
四
年
生
の
男

女
で
音
楽
に
興
味
を
も
っ
人

定
員
三
十
入

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
保
護
者
と
本
人
同
伴

印
か
ん
持
参
の
う
え
お
申
込
み

下
さ
い
。
電
話
で
は
受
付
け
ま

せ
ん
。

申
込
先
大
村
少
年
合
唱
団
母
の

会
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内、

毎
週
土
曜
午
・
後
二
時

t
四

時
)

※
詳
し
く
は
母
の
会
(
吉
皇
宮
④

ー
二
八
九
三
)
へ

(
社
会
教
育
課
)

-
県
立
長
崎
西
高
等
学

校
通
信
制
生
徒

通
信
制
高
校
は
、
月
二
田
の
面

接
指
導
の
ほ
か
は
自
宅
で
学
習
書

や

N
H
K
通
信
高
校
講
座
な
ど
で

学
習
し
、
全
日
制
と
同
等
の
卒
業

資
格
が
得
ら
れ
る
高
等
学
校
で
、

全
国
で
約
十
一
万
人
が
こ
の
教
育

を
受
け
て
お
り
、
本
校
で
も
五
十

七
歳
の
人
を
先
頭
に
千
二
百
人
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。

入
学
資
格
中
学
校
卒
業
者
、
同

卒
業
見
込
者
及
び
乙
れ
と
同
等

以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
人

募
集
期
間

日
ま
で

三
月
九
日

t
四
月
二

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
‘

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

募
集
人
員
三
百
人
〈
予
定
)

願
書
請
求
先
県
立
長
崎
西
高
等

学
校
通
信
制
(
長
崎
市
竹
の
久

保
町
一
二

l
九
、
曾
長
崎
@
|

四
六
六
四
)

※
詳
し
く
は
県
立
長
崎
西
高
等
学

校
通
信
制
へ

-
長
崎
総
合
高
等
職
業

訓
練
校
生
徒

募
集
科
目
・
定
員

。
機
械
科
十
人

。
配
管
科
十
人

。
電
気
工
事
科

二

十

人

。
溶
接
科
十
五
人

。
自
動
車
整
備
科
十
五
人

。
建
築
課
二
十
五
人

訓
練
期
間
一
年
間

受
付
期
間
二
月
二
十
八
日
ま
で

入
校
資
格

職
業
を
転
換
し
よ
う

と
す
る
人
及
び
新
た
な
職
業
に

つ
こ
う
と
す
る
人

※
詳
し
く
は
長
崎
総
合
高
等
職
業

訓
練
校
(
諌
早
市
小
船
越
町
一

一
一
三
1

富
諌
早
②
l
二
三
二

一
ニ
)
、
大
村
公
共
職
業
安
定
所

(雷
②
l
一二

O
一
〉
ま
た
は

市
商
工
観
光
課
へ
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募

集

-
長
崎
県
新
人
発
表
演

奏
会
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
出
場
者

県
文
化
団
体
協
議
会
で
は
、
新

進
音
楽
家
に
発
表
の
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
優
れ
た
音
楽
家
の

育
成
を
凶
り
、
長
崎
県
の
音
楽
水

準
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
新

人
発
表
演
奏
会
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
三
月
十
九
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

場
所

N
B
C
ビ
デ
オ
ホ

l
ル

出
場
資
格
県
内
に
在
住
す
る
新

人
(
本
県
出
身
者
で
県
外
で
勉

学
中
の
人
も
含
む
)

部
門

声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
管
、

弦

演

奏

時

間

十
五
分
以
内

申
込
締
切
二
月
二
十
ム
日

※
詳
し
く
は
長
崎
県
文
化
団
体
協

議
会
(
長
崎
市
江
戸
町
二
!
一

三
、
県
教
育
庁
文
化
課
内
、
富

長
崎
切
i
一
一
一
一
)
ま
た
は

市
社
会
教
育
課
へ

りおおむ市政だより

田
県
立
ろ
う
学
校
現
業

職
員

(5) 

職
種

介
助
員
(
一
人
)

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

出
願
資
格
昭
和
三
十
五
年
四
月

一一日

l
三
十
八
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
高
校
卒
の
女
子

願
書
受
付
二
月
二
十
日
ま
で

※
願
書
な
ど
は
県
立
ろ
う
学
校
で

一
一
月
十
日

t
二
十
日
ま
で
の
間

に
交
付
し
ま
す
。

第
一
次
試
験
二
月
二
十
七
日

教
養
試
験
、
面
接

※
詳
し
く
は
県
立
ろ
う
学
校
(
植

松
三
丁
目
一
六

0
1
二
、
震
②

l
二
四
四
四
)
へ

も

よ

お

し

-
第
刊
回

青
年
団
文
化
祭

青
年
団
の
文
化
活
動
の
一
端
を

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

青
年
団
と
の
和
の
飛
躍
を
目
的
と

し
て
行
い
ま
す
。
多
数
お
出
か
け

下
さ
い
。

日
時
二
月
十
五
日
(
日
)

午
後
一
時
か
ら

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容

V
芸
能
発
表
(
演
劇
、
す

劇
、
郷
土
芸
能
、
舞
踊
ほ
か
)

午
後
一
時

t
四
時

V
歌
合
戦

午
後
四
時

l
五
時
三

十
分

マ
パ
ザ

l
(
農
産
物
、
不
用
品
)

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

午
後
一
時

l

入

場

料

無

料

主
催
大
村
市
青
年
団
連
絡
協
議

ム一品

後
援

市
教
育
委
員
会

-
第

6
回
ミ
ニ
個
展

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
二
階

ロ
ビ

l
で
「
ミ
ニ
個
展
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

下
さ
い
。

展

示

作

品

書

長
崎
県
展
書
道
部
審
査
員

木
谷
佳
雲
氏
作
品

一
一
月
一
日

t
二
十
七

展
示
期
間

日
ま
で

園
大
村
子
ど
も
劇
場
例

会
二
月
十
三
日

午
後
六
時

t
八
時
三
十
分

場
所
市
民
会
館

内
容
劇
団
「
風
の
子
」
に
よ
る

子
鹿
物
語
「
ジ
ョ
デ
ィ
と
フ
ラ

ッ
グ
」

会
費
〔
会
員
〕
会
費
充
当

〔当
日
会
員
〕
二
千
円

※
詳
し
く
は
大
村
子
ど
も
劇
場
事

務
局
(
曾
③
J
七

O
六
三
)
ま

た
は
社
会
教
育
課
へ

日
時

天

正

遣

欧

少

年

使

節

毒
気
@
記
録

神
宮
の
お
札
を
配
っ
て
廻
っ
た

と
き
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す

そ
れ
に
よ
る
と
大
村
の
武
士
た

ち
は
、
ガ
ラ
ス
器
、
南
蛮
綿
、

唐
木
綿
、
中
国
製
絹
織
物
な
ど

を
も
っ
て
お
札
の
代
金
と
し
て

支
払
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

ら
の
品
々
は
明
ら
か
に
南
蛮
貿

易
か
ら
得
た
品
物
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
す
る
と
西
洋
、
中
国
か

ら
の
高
価
な
品
が
、
一
般
家
庭

で
も
か
な
り
使
わ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

を
通
し
て
大
村
領
に
は
異
国
の

文
物
が
直
接
も
た
ら
さ
れ
、
異

国
情
緒
漂
う
先
進
地
と
し
て
変

貌
し
て
い
く
の
で
す
。
こ
と
に

そ
の
度
合
い
を
深
め
て
い
く
の

は
、
天
正
二
年
(
一
五
七
四
)

十
月
の
大
村
純
忠
と
宣
教
師
が

ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ヨ
と
の
会
談

が
契
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
会
談
の
結
果
、
純
忠
は
全
家

臣
の
改
宗
と
神
社
仏
閣
の
破
壊

を
決
定
し
、
洗
礼
し
た
と
は
い

う
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
心
の
ど

。
領
民
六
万
人
の
改
宗

永
禄
五
年
(
一
五
六
二
)
の

横
瀬
浦
の
開
港
、
翌
年
の
大
村

純
忠
の
洗
礼
に
よ
っ
て
、
大
村

領
に
は
本
格
的
に
キ
リ
ス
ト
教

が
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
た
だ

南
蛮
貿
易
港
の
誘
致
は
、
キ
リ

ス
ト
教
の
伝
来
だ
け
を
も
た
ら

せ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伊

勢
神
宮
の
図
書
館
で
あ
る
神
宮

文
庫
に
は
、
丁
度
大
村
に
キ
リ

ス
ト
教
が
伝
わ
っ
た
頃
、
伊
勢

信
仰
を
広
め
て
廻
る
、
い
わ
ゆ

お
し

る
御
師
が
下
っ
て
米
て
、
伊
勢

② 
こ
か
に
ま
だ
残
っ
て
い
た
神
仏

に
対
す
る
信
仰
を
捨
て
、
キ
リ

ス
ト
教
一
本
化
を
明
ら
か
に
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
全

額
民
六
万
人
が
キ
リ
ス
ト
教
に

改
宗
し
、
領
内
に
は
八
十
七
の

教
会
が
建
て
ら
れ
た
と
、
宣
教

師
は
報
告
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
そ
の
反
面
、
神
社
仏
閣
は
徹

底
的
に
破
壊
さ
れ
、
現
在
の
大

村
市
に
該
当
す
る
地
域
だ
け
で

も
十
の
神
社
と
二
十
八
の
寺
院

が
破
壊
、

焼
き
打
ち
に
直
う
有

様
で
し
た
。
そ
の
中
で
永
和
三

年
(
一
三
七
五
)
以
来
、
奈
良

の
西
大
寺
の
末
寺
と
な
っ
て
い

た
三
域
麓
の
大
村
き
つ
て
の
古

寺
・
宝
生
寺
は
、
改
築
さ
れ
て

大
村
領
最
大
の
教
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
当
時
に
は
、
大
村
純
忠

は
武
部
の
正
に
三
城
を
築
い
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
乙
の
三
域

と
宝
生
寺
教
会
を
中
心
と
し
て

大
村
領
に
は
キ
リ
ス
ト
教
全
盛

時
代
が
到
来
す
る
の
で
す
。



(6) 

そ

の;

他

り

-
原
爆
被
爆
者
へ
就
職

支
度
金

おおむ

被
爆
者
ま
た
は
被
爆
者
と
生
計

を
同
じ
く
す
る
子
供
が
就
職
す
る

場
合
、
就
職
支
度
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
該
当
す
る
人
は
申
請
し
て

下
さ
い
。

支

給

条

件

被
爆
者
の
属
す
る
世

帯
が
低
所
得
(
市
民
税
が
千
五

百
円
以
下
)
の
附
帯
で
県
内
の

公
共
職
業
安
定
所
を
通
じ
て
就

職
す
る
人

た
だ
し
、
す
で
に
就
職
支
度
金

市政だより昭和56年 2月 1日
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を
受
領
し
た
人
は
除
く

支
給
金
額

本
人
四
万
円

子
供
二
万
円

申
込
締
切
三
月
三
日

提

出

先

福

祉
事
務
所
福
祉
課

※
申
請
書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す

-
出
か
せ
ぎ
共
済
制
度

に
加
入
を

最
近
、
出
か
せ
ぎ
先
に
お
け
る

事
故
や
留
守
家
族
の
悩
み
ご
と
な

ど
が
増
加
し
て
い
.
ま
す
。

万
一
の
事
故
な
ど
に
備
え
、
安

心
し
て
出
か
せ
ぎ
が
で
き
る
よ
う

に
、
出
か
せ
ぎ
を
し
て
い
る
人
や

こ
れ
か
ら
出
か
け
る
と
い
う
人
は

共
済
制
度
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

会
員
の
資
格
一
カ
月
以
上
一
年

未
満
、
居
住
す
る
市
町
村
を
離

れ
他
人
に
雇
わ
れ
て
働
い
た
後

帰
郷
す
る
人
は
誰
れ
で
も
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
費
五
百
円
(
年
間
)

給
付
の
内
容
マ
会
員
死
亡
の
と

き
H

弔
慰
金
五
十
万
円
、
遺
族

(
一
人
)
旅
費
実
費
支
給

マ

大
け
が
を
し
て
働
け
な
く
な
っ

た
と
き
H

見
舞
金
三
十
万
円

マ
病
気
や
け
が
を
し
て
休
ん
だ

と
き
H

見
舞
金
三
万
円

t
五
万

円
マ
出
か
せ
ぎ
先
へ
の
家
族

の
訪
問
旅
費
H
実
費
支
給
マ

賃
金
不
払
い
の
と
き
H
貸
付
金

五
万
円
以
内

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
へ

-
火
災
の
問
い
合
せ
電

話
番
号
が
変
更

大
村
消
防
署
で
は
、
乙
の
電
話

番
号
の
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、

二
月
三
日
の
正
午
か
ら
現
在
の
三

回
線
を
八
回
線
に
増
加
し
、
ま
た

電
話
番
号
も
次
の
と
お
り
覚
え
や

す
い
番
号
に
変
更
し
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
せ
電
話

曾
④
|
一
一
九

O
(
大
村
消
防
署
)

-
技
能
向
上
訓
練

(
電
気
工
学
入
門
コ

l
ス
)

対
象
者
初
心
者
で
こ
れ
か
ら
電

気
工
学
を
学
び
た
い
人

訓
練
期
間
二
月
二
十
三
日

t
三

月
十
九
日
ま
で
(
月
曜
と
木
曜

の
午
後
五
時
三
十
分
1
八
時
三

十
分
)

訓
練
場
所

訓
練
校

長
崎
総
合
高
等
職
業

費
用

千
円

申
込
先
長
崎
総
合
高
等
職
業
訓

練
校
(
諌
阜
市
小
船
越
町
一
一

一
三
、
曾
諌
早
②

l
二
三
二

一一一)
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申
込
締
切
二
月
十
八
日

※
詳
し
く
は
職
業
訓
練
校
ま
た
は

市
商
工
観
光
課
へ

-
下
水
道
促
進
懸
賞
募

集
の
結
果

去
る
九
月
十
日
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
第
二
十
回
全
国
下
水
道
促
進

デ
ー
に
伴
う
懸
賞
を
募
集
し
ま
し

た
が
、
標
語
の
部
に
た
く
さ
ん
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〔
建
設
大
臣
賞
〕

V
下
水
道
伸
ば
し
て
住
み
よ
い
町

づ
く
り

田
中
佳
苗
(
北
九
州
市
)

〔
大
村
市
優
秀
作
品
〕

V
き
れ
い
で
す
く
ら
し
を
変
え
ま

す
下
水
道

片
岡
茂
男
(
久
原
第
二
団
地
)

'v我
が
町
の
明
日
を
ひ
ら
く
下
水

道蒲
谷
徳
也
(
池
田
ア
パ
ー
ト
)

V
快
適
な
暮
し
に
一
役
下
水
道

徳
永
渥
美
(
植
松
三
丁
目
)

〔
大
村
市
佳
作
者
〕

V
吉
田
博
則
〈
松
並
一
丁
目
)

V
林
田
栄
子
(
西
三
城
町
)

V
松
尾
安
男
(
武
留
路
郷
)

V
成
山
敏
雄

(
古
町
二
丁
目
)

V
山
下
ト
ミ
(
五
の
郷
)

(下
水
道
業
務
課
)
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